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２００９年度の活動計画
　２００９年度の文学部・短期大学部の博物館学
課程は、前年度の反省をふまえて立案され、
資格取得課程委員会博物館学課程部会で承認
された授業計画に基づき、博物館実習Ⅰ担当
教員を中心に実施した。
博物館実習Ⅰ（学内実習）
　本年度の博物館実習Ⅰ（「２００９年度博物館
実習Ⅰ（学内実習）授業テーマと内容」参照）
は、文学部第３学年を中心に、第４学年・大
学院生を含む計２０名を対象にし、まずはじめ
に「仏教資料取扱法」（序説）と題して、「総
論」から入り、本課程の歴史やねらい、展望
などにふれて、受講生に目的意識の明確化を
促した。また本課程の特色である「仏教文化
財」の内容を概説した。そして、受講生には
「仏教資料取扱法」（序説）の内容をふまえ
て、「仏教文化財について」「受講生にとって
博物館とは」などと題するレポートの提出を
求めた。このレポート作成は、これまで観覧
者の立場にあった受講生を、学芸員をめざす
者として動機付けすることを目的にしたもの
である。また本課程の特色である古文書読解
力の養成強化の観点から、前年度の「古文書
解読法」の復習の時間を３コマ設けた。
　次いで、前期には、①「仏教遺物資料Ⅰ・
Ⅱ」（彫刻・仏教考古）、②「古文書」（近世・
近代史料）、③「写真撮影実習」等の講義・実
習をそれぞれの担当者がおこなった。講義で
は知識の習得をめざす一方、実習では、実務
として拓本、掛け軸、古文書などの取り扱い
などを習得させた。実習に際しては、受講生
２０名を４班に分けておこなった。各授業ごと
に、作成した調査カードやレポートを必要に
応じて提出させた。
　夏期休暇中、夏期フィールドを８月４日
（火）・５日（水）・６日（木）・７日（金）の
４日間で企画し、初日に「古文書調査整理実
習」、２日目に「博物館資料写真撮影実習」、
３日目に「博物館等施設見学」、４日目に「仏
教民俗・民俗資料（講義）」という計画を立
て、実施した（詳細は「博物館実習Ⅰ（学内
実習）夏期フィールド」参照）。終了後、受講
生は夏期フィールド参加レポートを提出し
た。
　後期は、④「真宗史料」、⑤「仏教文献資料
Ⅰ～Ⅲ」では、真宗史料と東洋・日本の仏教
を中心とした文献資料の講義と実習をおこ
なった。いずれも専門的知識の習得と取り扱
い技術の習得に注意した。このほか、近年、
博物館でその利用が注目されている情報処理
技術と博物館の関係を認知させるために「博
物館とマルチメディア」では、スタジオを使
用して、講義と実習を実施した。また来年度
受講予定の博物館実習Ⅱ（学外実習）での実
習生展に向けて事前学習会の時間を設けた。
　最終授業時には、一年間の授業の総括と、
次年度の博物館実習Ⅱ（学外実習）にのぞむ
心構えや、博物館実習Ⅰの復習など事前学習
の必要性を説明した。
　また本年も受講生が主体的にテーマをもっ
て３館以上の博物館・資料館・美術館などを
見学してレポートする課題を設けた。これは
受講生各自の自覚を促すとともに、学芸員の
「現場」での様子を認識させる意図を持った
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ものである。
博物館実習Ⅰ・Ⅱ合同見学会
　例年、博物館実習Ⅰ・Ⅱの受講生を対象と
して、春秋二季の博物館合同見学会を実施し
ているが、本年度は次のとおりである。
　春季合同見学会は４月２６日（日）午後１時
３０分より奈良国立博物館の特別展「国宝鑑真
和上」展を見学した。また秋季合同見学会
は、１０月３１日（土）午後１時より大谷大学博
物館の特別展「祈りと造形─韓国仏教美術の
名品─」展の見学と、記念講演会「高麗仏画
の境界」（韓国東國大學校教授　鄭于澤氏）
を聴講した。それぞれ受講生は見学あるいは
聴講した内容をレポートにまとめて提出し
た。こうした見学会の機会は、上記の夏期
フィールドでの施設見学と各自でおこなう年
間３館以上の見学、そして春秋二季の博物館
合同見学会と、少なくとも４回設けている。
博物館実習Ⅱ事前ガイダンス
　本年度の博物館実習Ⅱ（学外実習）の参加
に先立ち、６月２４日（水）午後４時１０分より
１号館１１１０教室で「博物館実習Ⅱ」受講生を
対象とした「事前ガイダンス」をおこなっ
た。概要は次のとおりである。
　基調講演「現代博物館事情」
　本学教授　齋藤望氏
　ガイダンス「学外実習と実務のあいだ」
　池田市立歴史民俗資料館　高野弥和子氏
　最初に本課程の「博物館概論」を担当して
いただいている齋藤先生から、今日の博物館
を取りまく諸事情について、博物館法改正後
の動向や昨今の経営状況など、具体的な事例
をふまえてさまざまな問題を指摘された。ま
た学外実習参加を目前にした受講生にとって
重要な心構えを具体的にご教示いただいた。
　高野先生からは、池田市立歴史民俗資料館
における学芸員の諸活動と、とくに当資料館
での博物館実習の具体的な内容について、過
去の事例を紹介しながらご報告いただいた。
　講演後、両先生から質疑応答の時間を頂戴
し、講演内容のほか、学外実習の細かな点に
ついて丁寧にご指導をいただくことができ、
有意義な事前ガイダンスであった。
　そののち、受講生には学外実習のための事
務説明をおこない終了した。
博物館実習Ⅱ（学外実習）
　本年度の館務実習は、６月・７月・８月を
中心にしておこなわれた。受講生は２７名（内
訳は、大学院４名、文学部１９名、文学部科目
等履修生４名）であった。実習館と実習生数
は次のとおりである（「２００９年度 博物館実習
Ⅱ」参照）。
　実習終了後、受講生は各館で実習した内容
と反省点をレポートにまとめて提出した。こ
の内容は、次年度の「博物館実習Ⅰ」（学内実
習）・「博物館実習Ⅱ」（学外実習）を含む本課
程の検討にとって大切な資料となる。また受
講生は別に「博物館実習Ⅱで学んだこと」と
いうテーマのレポート要旨も執筆・提出し
て、本年報（「２００９年度博物館実習Ⅱレポー
トから」）に掲載しているので、参照された
い。
　最後に、本年もご多忙にもかかわらず、本
学の実習生を受け入れいただき、ご指導を
賜った各館の館長および学芸員、関係職員の
皆様に厚くお礼を申し上げる。
博物館実習Ⅰ（学内実習）夏期フィールド
　本年の博物館実習Ⅰの夏期フィールドは、
例年通り①「古文書調査整理実習」、②「博物
館資料写真撮影実習」、③「博物館等施設見
学」④「仏教民俗・民俗資料（講義）」の各１
日の４日間として実施した。そののち、受講
生は、夏期フィールド参加レポートを提出し
た。
（ 22 ）　大谷大学図書館・博物館報（第２７号）
博
物
館
学
課
程
〔夏期フィールド〕
○８月４日（火）午前１０時～午後４時
　「古文書調査整理実習」
　場所：本学博物館準備室兼実習室
　指導：木場明志・草野顕之
○８月５日（水）午前１０時～午後４時
　「博物館資料写真撮影実習」
　場所：本学博物館準備室兼実習室
　指導：稲城正己・平野寿則・宮﨑健司
○８月６日（木）午前８時１５分～午後７時４０分
　「博物館等施設見学」
　引率：齋藤望・平野寿則・宮﨑健司
　　①和歌山県立紀伊風土記の丘
　　②和歌山県立博物館
　　③和歌山市立博物館
○８月７日（金）午前１０時～午後４時
　「仏教民俗・民俗資料（講義）」
　場所：本学博物館準備室兼実習室
　指導：豊島修
　本年度は初日に「古文書調査整理実習」、２
日目に「博物館資料写真撮影実習」、３日目
に「博物館等施設見学」、４日目「仏教民俗・
民俗資料（講義）」にという日程となった。
　１日目「古文書調査整理実習」では、昨年
度に引き続き「酒田市大信寺文書」の調書作
成と、目録作成のためのデータベース制作実
習をおこなった。２日目は「博物館資料写真
撮影実習」である。前期授業での基礎知識の
復習から、写真撮影の技術の初歩を講義した
ののち、一人ひとりが、その都度、カメラ・
照明などをセッティングして、仏像のレプリ
カの写真撮影実習をおこなった。３日目の
「博物館等施設見学」では、和歌山県下の３
館を訪問し、それぞれの概要等を懇切に説明
いただき、施設や展示を見学した。通常では
立ち入ることができない、バックヤードの見
学は受講生にとって新鮮であったようであ
る。最終日４日目の「仏教民俗・民俗資料
（講義）」は、仏教民俗の概説を中心に、掛け
軸の取り扱いや調査カードの作成をおこなっ
た。
　例年同様、本年の夏期フィールドも、多く
の関係者の方々のご指導とご配慮をいただ
き、無事に４日間の実習を終了することがで
きた。
博物館実習Ⅱ受講生の展示実習
　本年度も、昨年度に引き続き、博物館実習
Ⅱ受講生による実習生展を、大谷大学博物館
の秋季企画展「南條文雄と近代仏教学」にあ
わせて開催した。
　受講生を４班にわけ、各班で企画から展
示、会場の監視などもおこなうとともに、各
班で展示解説を実施した。詳細は以下の通り
である。
〔実習生展〕
　会期：９月７日（月）～２６日（土）
　会場：大谷大学博物館
　内容：「賀茂六郷と上総町遺跡」
　　Ⅰ　山城国愛宕郡
　　　　（Ｄ班：青木　井上　石原　奥本
　　　　　　　 門井　ヒルド　中村）
　　　『和名類聚抄』
　　　（紙本木版・大谷大学図書館蔵）
「山城国愛宕郡出雲郷雲上・雲下里計帳」
　　　（影印版・大谷大学図書館蔵）
　　Ⅱ　賀茂社と賀茂六郷
　　　　（Ｂ班：尾鷹　佐々木　塩塚　〆田
　　　　　　 　永井　山﨑　山下）
　　　『賀茂御綸旨御朱印並券状之写』
　　　（紙本墨書・大谷大学図書館蔵）
　　　『賀茂大神宮注進雑記』
　　　（紙本墨書・京都大学附属図書館蔵）
　　　「賀茂御神領六郷図」
　　　（紙本墨書・大谷大学博物館蔵）
　　Ⅲ　近世京都の姿
　　　　（Ａ班：今川　高宮　春名　望月
　　　　　　 　安川　山本　井尻）
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『山城名勝志図』（愛宕郡図・葛野郡図）
　　　（紙本墨書・大谷大学博物館蔵）
　　　『扁額軌範二編』
　　　（紙本木版・大谷大学図書館蔵）
　　　『拾遺都名所図会』
　　　（紙本木版・大谷大学図書館蔵）
　　　「山城愛宕郡小山郷領地図」
　　　（紙本墨書・京都大学附属図書館蔵）
　　Ⅳ　上総町遺跡─現代までの変遷─
　　　　（Ｃ班：葦埜　有門　川田　駒田
　　　　　　 　橋本　松田）
上総町遺跡出土品（甕・高杯・皿など）
　　　（大谷大学博物館蔵）
（平野寿則）
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■２００９年度　博物館実習Ⅰ（学内実習）授業テーマと内容
授　　業　　内　　容担当者授 業 テ ー マ日程
博物館実習Ⅰのねらいと展望（総論）
仏教文化財について
宮 﨑 健 司
仏教資料取扱法
（序説）
４/１３
４/２０
仏教遺物資料（講義）
仏教遺物資料の取り扱い実習
齋 藤　 望
仏教遺物資料Ⅰ
（彫刻）
４/２７
５/１１
古文書読解実習
および
仏教遺物資料の取り扱い実習
平 野 寿 則復習古文書
５/１８
２５
６/１
仏教遺物資料（講義）
仏教遺物資料の取り扱い実習
宮 﨑 健 司
仏教遺物資料Ⅱ
（仏教考古）
６/８
１５
近世・近代史料の種類（講義）
近世・近代史料の取り扱い実習
史料調査法
木 場 明 志
草 野 顕 之
古文書
（近世・近代史料）
６/２２
２９
７/６
フィルムの種類・機能及び撮影上の注意事項
撮影実習
平 野 寿 則
稲 城 正 己
写真撮影実習７/１３
夏期フィールドの事前学習
平 野 寿 則
宮 﨑 健 司
夏期フィールド事前学習７/２０
古文書調査実習見学（４日）
１０：００～１６：００
博物館資料写真撮影実習（５日）
１０：００～１６：００
博物館・美術館などの施設見学（６日）
８：１５～１９：３０
仏教民俗・民俗資料（講義）（７日）
１０：００～１６：００
木 場 明 志
草 野 顕 之
齋 藤　 望
東 舘 紹 見
平 野 寿 則
宮 﨑 健 司
稲 城 正 己
豊 島　 修
夏期フィールド
８/４
５
６
７
真宗史料（講義）
真宗史料（聖典・絵画）の取り扱い実習
三 木 彰 円真宗史料
９/２１
２８
大蔵経の種類（講義）
漢訳大蔵経の取り扱い実習
藤 谷 昌 紀
仏教文献資料Ⅰ
（東洋仏典）
１０/５
１２
漢籍・中国資料の概要
漢籍取り扱い実習
浅見直一郎
仏教文献資料Ⅱ
（漢籍中心）
１０/１９
２６
日本書誌学の基本（講義）
仏教文献資料の取り扱い実習
沙 加 戸 弘
仏教文献資料Ⅲ
（日本仏典）
１１/２
９
博物館における情報処理技術（講義）
デジタル映像撮影実習
松 川　 節博物館とマルチメディア
１１/２３
３０
次年度「実習生展」事前学習
平 野 寿 則
宮 﨑 健 司
博物館実習Ⅱ事前準備
１２/７
１４
２１
本年度の反省と博物館実習Ⅱにむけて
平 野 寿 則
宮 﨑 健 司
総括１/１８
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■２００９年度　博物館実習Ⅱ（学外実習）
実習生名実 習 期 間実習館名（館長名）
松田　秀法
永井　未来
川田　弥生
望月　瑞記
井尻江梨花
山﨑　　愛
８/１８（火）～２１（金）
近江八幡市立資料館
（河内美代子　館長）
今川　慈子
中村　有誠
尾鷹　莉乃
佐々木香奈
８/２０（木）・８/２１（金）
８/２５（火）・８/２６（水）
８/２９（土）
大津市歴史博物館
（松浦俊和　館長）
石原　美之８/２５（火）～２８（金）京都市歴史資料館（井上満郎　館長）
有門　優子
塩塚　加奈
山下ひろ子
８/１８（火）～２１（金）
霊山歴史館
（谷井昭雄　館長）
奥本　桂子
高宮　紗貴
８/５（水）～８（土）
高津古文化会館
（高津昌義　館長）
葦埜　純一
青木　由佳
ヒルド禎央
６/２６（金）～７/３（金）
大阪市立美術館
（篠雅廣　館長）
門井　慶介８/３１（月）～９/３（木）大阪歴史博物館（脇田修　館長）
山本　春奈７/２７（月）～３０（木）
大阪城天守閣
（丸岡宏次　大阪市ゆとりとみどり振興局局長）
〆田麻祐子８/５（水）～９（日）
池田市立歴史民俗資料館
（田中晋作　館長）
井上　智敬
春名　志保
８/１９（水）～２３（日）
橋本　拡未８/２６（水）～３０（日）
安川　美希８/１８（火）～２２（土）富山県［立山博物館］（米原寛　館長）
駒田　　愛８/１８（火）～２１（金）兵庫県立歴史博物館（端信行　館長）
■学芸員資格取得者（２０１０年３月１８日付・第２１期生）
　　〔大　 学　 院〕　有門　優子・門井　慶介・橋本　拡未・松田　秀法
　　〔文　 学　 部〕　青木　由佳・葦埜　純一・石原　美之・井尻江梨花・井上　智敬
　　　　　　　　　　今川　慈子・奥本　桂子・尾鷹　莉乃・川田　弥生・塩塚　加奈
　　　　　　　　　　高宮　紗貴・永井　未来・中村　有誠・春名　志保・ヒルド禎央
　　　　　　　　　　望月　瑞記・安川　美希・山﨑　　愛・山本　春奈
　　〔科目等履修生〕　駒田　　愛・佐々木香奈・〆田麻祐子・山下ひろ子
（２７名）
　近江八幡市立資料館に於いて、８月中旬の
４日間、実習をさせていただいた。
　実習の目的は、実物に触れるということ
で、初日の展示品の撤収・梱包作業に始ま
り、参詣曼荼羅の調査、近くの八幡神社での
灯ろうの拓本の採集など、実際に様々なモノ
に触れさせていただいた。それぞれの作業は
多岐にわたる能力を求められ、学ぶことは非
常に多かった。また、実物に触れたという経
験は、何ものにもかえがたい貴重な経験で
あった。３日目に行ったフィールドワークで
は、近江八幡の街を自らの足で歩き、自らの
目で色々なモノを見て回った。そこには、日
常では見逃してしまうような小さな、しかし
街を知ってゆくには重要なことが数多くあ
り、学芸員としての学びの姿勢を体感するこ
とができた。
　今回の実習では本当に多くのことを学ぶこ
とができた。直接指導をしてくださった学芸
員の方をはじめ、実習に関係したすべての
方々に心より感謝をしている。
大学院博士第２学年（仏教学専攻）松田秀法
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月１８日から２１日までの４日間、霊山歴史
館で実習をさせていただきました。霊山歴史
館は幕末・明治維新期を専門にする博物館で
す。実習では、美術を専門に扱う運輸会社の
方から資料の取り扱い方の指導を受けること
ができたことがとても勉強になりました。大
学の授業で、掛け軸の取り扱い方の実習を受
けましたが、実際に博物館などで資料の取り
扱いをしている方から直接指導され、新たな
発見がありました。また、大学では実習でき
なかった焼き物や刀剣などにも触れることが
でき、とてもいい経験になりました。
　博物館の経営とは、学芸員はただ展示をす
るものではなく、博物館の経営者であるとい
う気持ちを忘れてはいけないということを教
えていただきました。学芸課長の木村先生の
話で、いままでに無いものを作っていくこと
の重要性や、継続して成功することが成功で
あるというお話もとても感慨深いものでした。
大学院修士第２学年（仏教文化専攻）有門優子
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、８月３１日から９月３日までの４日
間、大阪歴史博物館にて学外実習をさせてい
ただいた。様々な学芸員の方からそれぞれの
分野に関する講義があり、学内実習では得る
事の出来ない知識を学ぶ事が出来た。特に、
博物館の展示における工夫と努力というもの
について多くのことを学ぶ機会となった。
　大阪歴史博物館の周辺にある難波宮遺跡を
活用した展示や見学のあり方について、博物
館としての展示のあり方を知るとともに、展
示にいたるまでに様々な問題があり、それを
いかに克服していくかという学芸員の努力と
いうものも知ることが出来た。また、ボラン
ティアの方たちの協力によって、博物館のわ
かりやすい展示というものが成り立っている
という事を知ることが出来た。今回の経験を
今後の活動に活かせるようにしていきたいと
思う。
　最後に、今回の実習でお世話になった学芸
員の方たちに厚くお礼を申し上げたい。
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２００９年度博物館実習Ⅱ　レポートから
大学院修士第２学年（仏教文化専攻）門井慶介
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月下旬の５日間池田市立歴史民俗資料館
（以下資料館）において学外実習をさせてい
ただいた。この資料館では池田市に関連する
資料を網羅的に収集しており、実習では近世
後期から明治にかけての古文書の整理と個人
が寄贈された切手の整理を行った。単純作業
の繰り返しだが目録と資料が合致するよう気
を配り集中力を持続させ、コンテナから切手
を探索する作業から学芸員は繊細さと経験、
体力が求められるのだと感じた。また日清の
企業博物館であるインスタントラーメン発明
記念館、町の活性化事業の一環として指定管
理者が運営を行う落語みゅーじあむを見学す
る機会をいただいた。館の特徴、目的、運営
形態、客層の異なる二館と資料館の特別展を
見学することで、観覧者に対して何を伝えた
いのか、それを効率的に伝達するにはどの方
法が有効か常に意識する事を学ぶことができ
た。
　最後に特別展で忙しい中をご指導して下
さった資料館の方々へ厚くお礼を申し上げた
い。
大学院修士第２学年（仏教文化専攻）橋本拡未
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は６月２６日から７月３日までの６日間、
大阪市立美術館で博物館実習をさせていただ
いた。実習では、第５５回全関西美術展の搬入
や審査、陳列という作業に関わらせてもらっ
た。これらの作業だけでなく、館内施設の見
学や学芸員の方による講義、工芸や書物の取
扱い方の説明も受けさせてもらった。
　博物館の展示作業では展示物を運び、壁や
陳列室に展示するまでで力のいる仕事であっ
た。展示物の取り扱いは常に慎重であり、今
回は公募展示であったので一般の方々の大切
な作品が主となっていた。重要文化財や国宝
などに触れる機会はなかったが、展示作品を
慎重に扱う姿勢には変わりのないことを、あ
らためて確認した。
　実習では学芸員の仕事のほんの一部分を学
ばせてもらっただけだが、私にとってはとて
も充実していて重要なものであった。
　文学部第４学年（真宗学コース）葦埜純一
＊　　　　　＊　　　　　＊
　近江八幡市立資料館での４日間の実習で
は、戦争に関する企画展の片付け、曼荼羅の
調書取り、朝鮮人街道及び資料館周辺の
フィールドワーク、柘本取りを行なった。
　その中で一番印象に残ったのは、長命寺で
発見された曼荼羅の調書取りであった。具体
的な内容はノートに簡略図を書き、紙継・折
線・別折・寸法を書き込んで取るものであ
る。その作業の中で、紙継・折線などの違い
がつきにくく、正確に見分けるのが難しかっ
たが最後には紙継が絵の微妙なズレで見分け
られるようになった。しかし、折線・別折・
皺の違いが見分けられずに実習を終えてしま
い残念であった。また、５枚の貴重な曼荼羅
を見る事ができ、同様な構図であっても建物
や描かれている人物が異なるなどの違いがあ
り面白かった。
　今回の実習での想像以上に難しい作業で、
学芸員の大変さを学び、また数多くの体験を
通し、面白さを学ぶことができた。
　文学部第４学年（仏教学コース）永井未来
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、６月２６日から７月３日までの６日
間、大阪市立美術館で博物館実習をさせて頂
いた。実習では、第５５回全関西美術展のため
の作品の搬入・審査・キャプション作り・陳
列などに関わらせていただき、その他、館内
見学（修復作業室などの普段は入れないよう
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な要所まで見せていただいた。）や講義、工
芸や絵画等の取り扱い方について実習させて
頂いた。特に印象深かったのは、館長の講義
の中で話されていた、「いかに常設展を大事
にしているか」という話であった。
　大学の講義だけでは聞くことのできない、
日々学芸員として社会に携わっている方の生
きた話を多く聞くことができ、視野が大きく
広がり、踏み込んだ知識を教えて頂けたと
思っている。
　最後に、６日間大阪市立美術館の皆様には
大変お世話になり、博物館や美術館について
再度深く考える機会を与えてくださったこと
に深く感謝し、御礼を申し上げたい。
文学部第４学年（日本仏教史学コース）青木由佳
＊　　　　　＊　　　　　＊
　京都市歴史資料館で４日間実習を行い、主
な実習内容は、史料調査と整理であった。実
際に史料を触れる事ができ、４日間とても有
意義であった。実習で取り扱った史料は、上
賀茂神社社家の戸田家の文書である。最後ま
で自分達の手で調査したかったが、期間が限
られているので途中で作業は終わってしまっ
た。限られた日数で出来るだけ多くのことを
学ぶことを努力した。
　担当の方が最後に学芸員はどうあるべきか
を話していただいた。１点目は社交性を持つ
こと。２点目は自分の専門をきちんと持つこ
と。３点目はデスクワークだけでは学芸員の
スキルは向上しないということ。以上の３点
は今後学芸員を目指すうえで大切な事とな
る。詳しい館務内容や館外活動などまだ不明
な点は多いが、学芸員とはどのようなもので
あるべきか、少しずつ具体的になってきた。
　最後に学芸員の方々には、大変忙しい中ご
指導いただき、貴重な経験をさせていただい
たことに深く感謝したい。
文学部第４学年（日本仏教史学コース）石原美之
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月１９日から２３日の５日間において、池田
市立歴史民俗資料館で実習を行った。実習中
に行った作業内容は、切手資料の整理、他館
の観覧、また私が実習を行った期間は次の企
画展の準備期間中であったので、その企画展
を宣伝する看板ポスターの作成などである。
資料の整理の仕事は長時間やると集中力がな
くなって、とても大変な作業だったが、館長
からこのような仕事をしている人もいるとい
う話を聞いて、学芸員の仕事が予想していた
よりも大変であるということを知った。そし
て、他館の観覧をしてそれぞれの館の目的や
ねらいを知ることができた。館長から展示を
見るのと同時に、見に来た観覧者を見るよう
指示を受け、その反応の違いを知ることもで
きた。
　今回の実習で身につけたことを今後に生か
したいと考えている。実習を受け入れて下
さった池田市立歴史民俗資料館の館長をはじ
め、学芸員の方々に深く感謝したい。
文学部第４学年（東洋史学コース）井上智敬
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月２０日から２９日までの５日間、大津
市歴史博物館において学外実習をさせていた
だいた。この博物館は、大津市という地域全
体にスポットを当てた展示を行っている。
　常設展示では、歴史をたどりながら当時の
大津の様子を精密な模型やパネルなどによっ
て展示している。私たちが実習を行った際の
企画展示は、「戦争と市民」というテーマで
大津市の戦時下の市民生活の様子を様々な展
示品から読み解いていくという興味深い展示
を行っていた。
　私たちが行った作業内容は、掛け軸の表具
作りや取り扱い、展示方法、浮世絵や高札の
調書の取り方など、実践的なものが多かっ
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た。ただ展示するだけでは見学者には伝わら
ない。細かい調書によって作品を知ること、
並べる順序や目線、照明などにもこだわりを
もたなければせっかくの文化財も価値を失っ
てしまう。特に最終日に自分たちだけで作り
上げた模擬展示を見渡した際の感動は忘れら
れない。
　この５日間、大学の授業では決して学ぶこ
とのできない貴重な経験をさせていただき、
深く感謝している。館長を始め学芸員の方々
には厚く御礼を申し上げます。
　文学部第４学年（国史学コース）今川慈子
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月５日から８日までの４日間、高津
古文化会館で実習をさせていただいた。実習
では絵画・刀剣・甲冑・染織・工芸について
の講義や取り扱いを行った。
　まず、館長にこれまでの展示会の様子を見
せていただき、各展示会でのこだわりをうか
がった。学芸員として、いかに作品を観覧者
に分かりやすく見やすく、身近に感じられる
ものにできるかを考える事が大事だと学ん
だ。また、海外での展示会にも多数参加され
ており、展示先の国では初めて取り扱うよう
な作品が多く、展示の仕方に違いなどもある
ため、展示先の学芸員としっかりコミュニ
ケーションを取る事が必要だと教わった。
　実習では、取り扱いや手入れの最初と最後
に必ずその作品に会釈をする事を教わり、今
日まで大切に保存されてきた事や取り扱いを
させていただく事への感謝の気持ちを表すと
いう精神面も大事だと学んだ。
　実習では貴重な体験と知識を得ることがで
き、実習でお世話になった方々に深く感謝し
たい。
　文学部第４学年（国史学コース）奥本桂子
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、８月１８日から２１日までの４日間、近
江八幡市立資料館において実習をさせていた
だいた。
　実習では施設見学、企画展の撤収、長命寺
参詣曼荼羅の調査、朝鮮人街道及び資料館周
辺におけるフィールドワーク、拓本採取など
様々なことをした。特に参詣曼荼羅の調査や
拓本採取などは、実際の資料に直接触れるこ
とができる貴重な機会だったと思う。私はこ
の実習の中で「好奇心」という言葉を忘れな
いよう取り組んできた。これは初日の河内館
長のお話で強調されていた言葉でもある。ほ
んの些細なことでも「好奇心」という目で見
れば、それが大きな問題になっていくことも
ある。私はこの実習で、何事にも「好奇心」
をもって取り組むことの重要性を学んだ。
　今回の実習は自分にとって、とても有意義
なものであったと思う。最後に、このような
貴重な体験をさせていただいた、近江八幡市
立資料館の皆様に深く感謝し、御礼を申し上
げたい。
文学部第４学年（日本仏教史学コース）川田弥生
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月５日から８日の４日間、高津古文
化会館で実習をさせていただいた。１日目は
館の紹介から始まり、絵画の講義と取り扱い
方の実習、２日目は刀剣と甲冑の講義と取り
扱い、３日目は絵画の調査書の取り方と実
習、写真撮影の講義と実習、４日目は染織と
工芸の講義と取り扱い、調査書の取り方につ
いての実習を行った。
　４日間という短い時間の中での実習であっ
たが、毎日の講義や実習の内容がとても濃
く、大学の実習だけでは知ることの出来ない
内容の講義や本物に触れるという機会が多数
あり、とても貴重な経験をさせていただいた。
　この実習を通して、資料の受け取りには手
渡しせず一度置いて取り扱う、一度にいくつ
（ 30 ）　大谷大学図書館・博物館報（第２７号）
博
物
館
学
課
程
も資料を持たない、資料には敬意を払い扱う
ことが大切であることがわかった。
　最後に、お忙しい中、丁寧にご指導下さっ
た高津古文化会館の学芸員の方々に心より厚
く御礼を申し上げたい。
文学部第４学年（東洋史学コース）高宮紗貴
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月下旬の５日間、大津市歴史博物館
で実習をさせて頂いた。実習では、博物館学
芸員の方による講義を受け、さらに一般の人
では見ることの出来ない博物館の裏側を見せ
てもらい、実際に資料や作品に触れるなど貴
重な体験をすることが出来た。
　特に勉強になったことは、掛け軸と浮世絵
を使った実習である。それらのキャプション
を製作して展示するという作業を行い、実習
生による模擬展覧会を行った。その過程で、
学芸員が展覧会を開くまで、とても大変だと
いうことが分かった。貴重な資料を取り扱う
にあたっても、学芸員の方が正しい手順を丁
寧に教えてくださり、安心して実習を行うこ
とが出来た。
　今回の実習で、大津市歴史博物館の関係者
の方々には、私たちのために貴重な時間を割
いてくださり本当に感謝している。５日間も
実習を行ってくださったことを、心より御礼
申し上げます。
　文学部第４学年（国史学コース）中村有誠
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月１９日から２３日までの５日間、池田
市歴史民俗資料館で実習をさせていただい
た。展示品の撤収作業という、展示物に直接
触れるという大変貴重で重要な作業から、看
板の作成、切手のコレクションや収集された
古文書の整理、確認作業など地道かつ重要な
作業など、それまで「学芸員が行う」とは思
わなかった作業を実際に行う事が出来て、貴
重な経験となった。
　また、インスタントラーメン発明記念館と
落語みゅーじあむの見学に行った際、自分が
博物館の目的にすんなりと引っかかっていた
事が分かり、自分の視野を大きく広げる事が
出来た。
　多くの作業を行わせていただいたが、一番
の収穫は「自分の知らない事を知る事ができ
た」事である。専門的な事や技術的な事では
なく、大学の中だけでは決して気づかない視
点や物事、自分の勘違いや無知さに気づくこ
とができ、非常に充実した５日間であった。
　最後に実習でお世話になった方々に深く感
謝したい。
　文学部第４学年（国史学コース）春名志保
＊　　　　　＊　　　　　＊
　６月下旬の６日間、大阪市立美術館で博物
館実習に参加させていただきました。実習内
容はガイダンス・講義などを含め、主に「全
関西美術展」の搬入・受付・審査・展示の手
伝いを実習としてさせていただきました。実
習生が担当する種目は日本画・洋画・彫刻・
工芸・書の５つの内からそれぞれ配分され、
私の場合は「工芸」の担当になりました。「全
関西美術展」の搬入・受付の仕事は当たり前
のことですが、美術品の取り扱いに注意をは
らう必要があります。特に搬入・受付は（ガ
イダンスを含めない場合に）実習の初日で
あったため、どうしても緊張してしまいま
す。しかし、美術品を取り扱うのだから、む
しろ緊張感を持って実習に取り組んだ方が良
いのだ、緊張していても慎重であれば良いの
だと実習を通して気付きました。
　この実習を通して、学芸員の仕事が一層実
感できました。ご指導いただいた学芸員の方
にはたいへん感謝しております。
文学部第４学年（東洋史学コース）ヒルド禎央
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＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、８月１８日から２１日までの４日間、近
江八幡市立資料館で実習をさせていただきま
した。
　実習では、企画展で展示されていた資料の
片付け・梱包を行い、調査書のとり方、拓本
の採取を学んだ。資料に積極的に触れ、「何
故、この部分はこうなっているのか？」「こ
の部分は、どの様なことに気をつけていくべ
きなのか？」を意識して行動していくことの
大切さを肌で感じた。調査中の資料の扱い方
と、学芸員が資料へ取り組むときのあり方を
学ぶことができた。
　また、フィールドワークを行い、地域の
人々と博物館との連携のあり方を学び、「文
化財とは、地域の人々・所蔵者によって守り
伝えられていくべきものであり、どのように
して所蔵者の理解を得て守り伝えていくか」
という問題を自身の足で歩き、考える機会を
いただいた。
　実習中、お世話になった方々には深くお礼
申し上げたい。
　文学部第４学年（国史学コース）望月瑞記
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私の学外実習は、富山県［立山博物館］で
あり、５日間はほんの一瞬であったようにも
感じられたが、とても長いようにも感じられ
た。実習生にとって、知らなければならない
ことは、学芸員の仕事の内容はもちろんだ
が、今自分に何ができて何ができないのか、
またできないならばどうしていかなければな
らないのかを、自分自身でしっかりと考えて
いかなければならないということだ。また、
学芸員に必要な資質とは何かということも考
えなければならない。
　実習生が私一人であったため、学芸課の皆
さんには大変にお世話になり、丁寧に教えを
頂くことができた。
　最後に、館長さんから頂いた「好きなこと
はどんなに辛くても苦にならない」という言
葉が非常に印象的であった。行き詰っていた
卒業論文の内容を、別の視点からみることも
でき、様々なことを学ぶことができたと思
う。今回、博物館実習を立山博物館で行うこ
とができ、非常に良い経験と機会を与えられ
たことに感謝している。
　文学部第４学年（国史学コース）安川美希
＊　　　　　＊　　　　　＊
　７月２７日から３０日までの４日間、大阪城天
守閣で実習をさせていただいた。実習では大
阪城の歴史や天守閣の概要等の講義に始ま
り、館内や大阪城の史跡の見学、有形文化
財・歴史資料の取り扱い、展示解説文の作成
等様々なことを学んだ。また１日目には、
ちょうど他館から資料が返却されてきたとい
うことで、その返却作業も見学させていただ
いた。
　実習全体を通して多くの資料に触れさせて
いただき、その取り扱い方法等技術の面でも
多くのことを学んだが、それだけでなく、資
料を通した所蔵者との関係や、展示を通した
観覧者との関わりといった、人と人との結び
つきが色々な所に現れ、その重要性について
も学ぶことが出来た。それは、自分が今まで
資料にばかり目を向けていたことに気付かさ
れる機会であった。
　この実習で得た知識や、人とのつながりに
目を向けるという新たな視点を、今後も生か
していきたいと考えている。
　文学部第４学年（国史学コース）山本春奈
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月１８日から２１日までの４日間、京都
東山にある幕末・明治維新の専門博物館であ
る霊山歴史館で実習させていただいた。実習
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内容は、歴史館の運営や広報、啓蒙について
の講義が主であったが、その他に、資料の梱
包や刀剣の取り扱いを実際に体験させていた
だいた。
　本物に触れるという貴重な経験は、その重
みや存在感を自分の手で感じることができ、
忘れられない大きな財産になった。博物館と
観覧者の間に情報の発信と受信の関係を成立
させる難しさ、観覧者だけでなく情報の発信
側同士の間での信頼関係の重要性、これらは
一日二日で作られるものではない。博物館と
学芸員は、時間をかけて成長する存在だと強
く感じた。博物館と学芸員の使命と責任は重
いが、その心は確実に未来へ繋がっていくだ
ろう。
　この４日間で人間として鍛えられたように
思う。ここで受けた衝撃を、これからの生き
方にいかしていきたい。
　文学部第４学年（国史学コース）塩塚加奈
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月１８日から２１日までの４日間、近江八幡
市立資料館で実習をさせて頂いた。実習内容
は館長の講義、近江八幡市立資料館の見学、
展示資料の梱包、長命寺参詣曼荼羅の調書作
成、朝鮮人街道の散策、ヴォーリズ建築及び
かわらミュージアムの見学、日牟礼神社にあ
る燈籠の拓本取りと大変充実したものであ
り、貴重な経験となった。
　実習においては、資料の梱包から近江八幡
市の歴史についてまで幅広く学ぶことができ
たが、その中でも特に心に残ったことは、自
分の意思をしっかりと相手に伝えるというこ
とであった。自分が疑問に思ったことや感じ
たことを学芸員の方と話し合い、実習日誌に
書くことで、自分から尋ねなければ教えても
らえない貴重な話やコメントが得られたこと
が博物館実習において一番嬉しい思い出であ
り、尋ねることは大切なことだと、あらため
て感心した。
　最後に、実習時にお世話になりました方々
に心よりお礼申し上げます。
文学部第４学年（ドイツ文学コース）井尻江梨花
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、８月２０日から２９日の内の５日間、大
津市歴史博物館で実習させていただいた。こ
の５日間は、本当にあっという間だったが、
実に充実した実習となった。
　展示実習では、いくつか反省点があった
が、掛幅や錦絵を展示していく中で、観覧者
の見やすい展示の仕方や、作品の魅力を引き
出す展示の仕方などを、身を持って学ぶこと
ができた。また、収蔵庫や他館との受け渡し
作業、美術輸送専門の方の作業風景は、なか
なか見ることができないので、とても貴重な
体験ができた。さらに、企画展を見学して、
観覧者を展示に引き込ませるための工夫を、
ここかしこに見ることができて、とても参考
になり勉強になった。
　講義も実習作業も、とても充実した内容ば
かりで、多くの知識を得ることができた。実
際に、調査や展示作業をして、学芸員の仕事
を体感できたと同時に、この仕事の大変さも
身をもって知ることができた。
　文学部第４学年（国文学コース）尾鷹莉乃
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は近江八幡市立資料館で、４日間の実習
をさせて頂いた。実習では文化財の梱包や、
曼荼羅の調査、散策をして建築物を見て回っ
たり、神社にある石燈籠の拓本をとったり
と、様々な経験をさせて頂いた。文化財を梱
包すること、調査すること、町を散策するこ
と、拓本をとること、全てにおいて時間をか
けて作業がなされた。非常に地道な作業では
あったが、だからこそより深く文化財と向き
合うことが出来、また新しい発見も出来、時
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間をかけることには十分意味があるのだと気
づかされた。
　例えば散策のとき、住宅街に突如歴史的な
建造物が現れたり、曼荼羅の調査のとき、紙
の折目や継ぎ目で時代を把握できたり、時間
をかけるからこそ発見できたものが様々あっ
た。実習では新しい発見が実に多く、充実し
た４日間となった。
　近江八幡市立資料館の方々には様々の経験
をさせて頂き、本当に感謝しております。
文学部第４学年（国際文化学コース）山﨑愛
＊　　　　　＊　　　　　＊
　兵庫県立歴史博物館にて、８月１８日から２１
日までの４日間、実習させて頂いた。実習で
は、館長のお話と館内の見学から始まり、資
料保管庫も見せて頂いた。そして民俗資料の
実測図の作成、古文書の調査方法、美術資料
の取り扱い、また展示をさせて頂いた。
　この博物館は、これまでに２回リニューア
ルオープンしている。２００１年のリニューアル
では、その時の常設展示の在り方について考
察し、そして展示方法を変えた経緯を話して
頂いた。
　今回の実習を通して学んだ事は、博物館は
１つの方法で展示を行うのではなく、あらゆ
る視点で物を見ることが要求されるという事
である。学芸員の個性や豊富な知識、またど
のように展示を行う事で、来館者の方に喜ん
でもらえるのかという客観的な視点を養うこ
とも重要であるという事を実感した。今回の
実習では現場のリアルな声を聞く事ができ、
充実した４日間となった。
　最後に実習でお世話になった方々に深く感
謝し、お礼を申し上げたい。
科目等履修生　駒田愛
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月２０日から２９日のうちの５日間、大津市
歴史博物館で実習をさせていただいた。実習
は、高札の調査、表具作り、掛幅の展示、錦
絵の調査とキャプション作りといった様々な
ことを行った。
　その中で学んだのが、知識を持つことの必
要性である。文化財を観察するにも展示する
にも、知識がなければ注意点も注目すべき点
もわからない。知識の乏しさゆえに文化財の
魅力を引き出だせないことを痛感した。ま
た、「伝えたい」「知りたい」気持ちを土台に
自ら楽しむということも学んだ。学芸員の
方々からは、展示を通して様々な考え方や、
観覧者の声に真剣に耳を傾ける必要性などを
教えていただいた。そして、こうした気持ち
が伝播し、人に充実した気持ちを与えること
を実感した。
　見るもの、聞くこと、触れるもの全てが新
鮮だった今回の実習は、新たな博物館・学芸
員の姿を学ぶ貴重な機会となった。
科目等履修生　佐々木香奈
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、８月５から９日までの５日間池田市
立歴史民俗資料館で実習をさせて頂いた。こ
の資料館は、昭和５５年に開館した池田市の公
立館である。図書館と併設している。年４回
企画展の展示、年１回の特別展の展示があ
る。つまり、年５回も展示替えをしている。
　今、「池田学検定」が池田市で開催されて
おり、参考書の編集や講座などが開催されて
いる。実習では、検定の参考書に掲載されて
いる文章のルビ打ちや、古文書の整理を行っ
た。市民の方から寄贈された郵便切手の雑誌
や冊子の整理も行った。館外実習として、イ
ンスタントラーメン記念館と落語みゅーじあ
むの２ヵ所に施設見学に行った。館長さんや
学芸員の方から博物館の現状やどういう博物
館が成功するかなどのお話を聞く事もできた。
　今回の実習を通して、博物館の役割や特
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徴・展示方法の違い・来館者の反応など新た
な視点を知り、古文書や郵便雑誌や冊子など
の資料に触れる貴重な体験をする事ができ
た。この５日間は短い期間であったが、自分
自身にとっては、とても多く学び大変充実し
た実習であった。ここで学んだ事を忘れずに
今後に生かして行きたい。
　最後に、実習を受け入れて下さった池田市
立歴史民俗資料館の皆様に心より御礼を申し
上げたい。
科目等履修生　〆田麻祐子
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月１８日から２１日までの４日間霊山歴史館
で実習をさせていただいた。
　唐破風の玄関は、一見神社の建物を思わせ
る感じだが、来館者は途切れることがなかっ
た。その様子は、最初に受けた事務局長さん
の「運営に当たって常に心の片隅においてい
ることは、しっかりとした経営理念を持つこ
とです」との内容を実際に見る思いであっ
た。その経営理念とは、「館の使命は霊山の
歴史的風土の維持・保全と、維新の先覚者の
精神の振興と次世代への継承であり、運営で
特に重要な事はお客様の視点に立つことであ
る」とうかがった。そのためには、様々な創
意工夫や努力、熱意がそこかしこに感じられ
た。例えば、展示の内容をより理解してもら
うために映像・パネル・模型等が効果的に配
置されている。中でも坂本龍馬最期の瞬間や
池田屋事件の様子を表した模型は臨場感を掻
き立てる。
　実習とは実際に体験することが主と思いが
ちであるが、何事につけ大切な経営理念を学
んだことは貴重な体験であった。
科目等履修生　山下ひろ子
＊　　　　　＊　　　　　＊
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